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T67　　 　　 羊胎 仔 実験 モ デ ル を 用 い た 心拍数 と

末梢血 管抵抗の 調節に よ る 循 環 制御 機 構 の 検 討

168　　　 低酸素状態に お け る臍帯 動 脈 ，胎児 中

大脳動脈，胎児 腎動 脈血 流 に 関す る 検討
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【目的 】 胎児 心 拍数 の 終 時的変動は ， 神経因子 と

液 性 因 子 の 両 面 か ら の 制御 に よ る と 言 わ れ て い る

が ，そ の 機 構 は かな り複 雑 な ため に い まだ不 明な

点 が多 い 。 我 々 は 胎児 の 循環制 御機構 の 解明 の た

め ， 羊 胎 仔 心 ブ ロ ッ ク モ デ ル を 作製 し
，

ペ ー
ス メ

ーカ ー
を 用 い て 心 拍数 を 人 為的 に 変 動 させ ，胎 仔

の 循環動態が ど の よ うに変化す る か を調 べ た の で

報 告す る 。 　【方法】在 胎 120 〜 135 日 の 羊 胎仔 4

頭 を開胸 し，心 室 壁 に ペ ー
シ ン グ電 極 を装 着後，

心 中隔内の 刺激伝 導系 に ホ ル マ リ ン を局 注 す る こ

と に よ り，胎仔 の 完全 心 ブ ロ ッ ク を 作製 した 。胎

仔 を子 宮 内 に 戻 した 後 ， 胎 外か ら心 拍数を 人 為的

に 変動 さ せ ， 胎 仔 の 心 拍 出 量 ，血 圧 お よ び カ テ コ

ラ ミ ン な ど の 循 環諷 節 因子 が ど の よ う に 変化 す る

か を観 察 した 。 　【成績】  心 ブ ロ ッ ク作製に よ り

胎 仔 心 拍 数 は 168土 30 か ら 81 ± 15ま で 低 下 した 。 分

時 拍 出量 は 60％ の 減少 を示 した 。   ペ ー
シ ン グ に

よ り心 拍数 を 180 か ら徐 々 に 減 少 させ て い く と ，

心 拍数 100 ま で は 1回 拍出 量 が 増加 す る が ，そ れ

以下で は 変化 しな か っ た 。 分 時拍 出 量は 心拍数 の

低下 と と も に 直線 的 に 減 少 した 。   心 拍数を 段階

的 に 低 下 させ る と， 4 頭 中 3 頭 の 胎 仔 の 体血 圧 に

20　・一　30秒周 期 の 波型 の 特 徴的 な 変 動 パ タ
ー ン を 認

め た 。 こ の 特 徴 的な血 圧 変動 は 数 分 後 に 消失 した

が ， 心 拍数 を さ ら に 低 下 させ る こ と に よ っ て 再度

出現 し た 。 　【結論】胎仔 の 体血圧 の 特 徴 的な変 動

パ タ
ーン は ，人 為 的 に 引き起 こ し た 心 拍数 低下 ，

心拍出 量低下 に 対 し反 射的 に 生 じ た 代償機構に よ

る と 考 え られ る 。 循環 系 は 交 感神 経 ， 副 交 感神経

の 2 重 支配 を 受 け て お り， 1 度上 昇 して 低 下す る

と い う 2 相 性 の 血 圧変動 パ タ ーン は 両者 の 拮抗 に

よ る 血管 抵 抗制 御 の 存在を示 唆 す る 。

【目的 】臍 帯動 脈 ， 胎 児 中大 脳動脈，胎児 腎動 脈

血流 速度 を 計測 す る こ と に よ り低 酸素 環 境下 に お

け る胎 児胎盤 循環動態 の 解析 を目的 と した。　【方

法 】1989年 ユ0月か ら 1991年 9 月に 分娩 し た 妊 婦 で

胎児 心 拍 モ ニ タ リ ン グ が non 　 reacLive ま た は loss　of

vaviability で あ っ た 胎児 28例 を対 象 と した 。 超音

波 パ ル ス ドプ ラ 法 を用 い て 妊娠 26週か ら38週に 胎

児中大脳 動脈（MCA ），胎児腎動脈（RA ）およ び臍帯

動脈（UA ）の 血流 速度 波 形 を記録 した。得 ら れ た血

流速 度 波形 よ りMCA とUA は resistance 　 index（RI ）

を ，RA は pulsatility　 Sndex（PI ）を 求 め た。 ま た
，

超音波 計測 と同 日 に 胎児心 拍 モ ニ タ リ ン グ を施 行

し た 。　【成績 】 超 音波 計測 回 数 は の べ 44回 で あ っ

た 。 UA の RI は正 常 18例 ，高値 26例 で あ っ た 。UA

の RI が 正常で あ っ た 18例 の MCA の RI は正常 ま た

は 高 値 16例，低値 2 例 で あ っ た 。 UA の RI が 高値

で あ っ た 26例 の MCA の RI は 正常 17例 ，低値 9 例

で あ っ た。腎動脈血 流 を 同時 に 計測 で き た の は の

べ 26回で ， UA の RI が 正 常 で あ っ たユ5例 の RA の

PI は正常 ユ4例 ， 高 値 1 例 で あ っ た 。
　 UA の RI が

高値 で あ っ た 11例 の RA の PI は 正 常 10例 ， 高 値 1

例 で あ っ た 。 ま た MCA の RI が 正 常 ま たは高 値 で

あ っ た 20例 の RA の P 工 は正常 19例，高値 1 例で あ

っ た 。 MCA の RI が低 値で あ っ た 6 例 の RA の PI

は正常 5 例，高値 1 例で あ っ た 。 UA の RI が高 値

で MCA の RI が 低 値 で あ っ た 4 例 の RA の PI は 正

常 3 例 ， 高値 1 例 で あ っ た 。 　【結論】 胎児 が低酸

素状態 に あ る とき胎盤 の 血管抵 抗は上 昇 し ， 脳 血

管 抵抗 は 減 少する 傾 向icあ り ， 脳 へ の 血流 再 分 配

が 働 い て い る こ とが 推測 され た 。 しか し，胎 児脳

血 流 に 変化 が 認 め られ る 状態 に お い て も腎動脈血

流 は変 化 しな い も の と考え られ た。
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